
茨城県教育研修センター 特別支援教育課
平成29年度～平成30年度 特別支援教育に関する研究

Ⅰ 主題設定の理由

１ 小・中学校の特別支援教育担当教員の思い

ある
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ない
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無回答
17%
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図１ 「自立活動の指導で難しさや不安を感じた
ことがありますか？」への回答（N=64 ）

・指導内容への不安（指導の手がかりがない）
・個別指導の時間がとれない
・指導内容が教科の補充のみになりがち
・般化が難しい
・本人・保護者の必要感がない 等

２ 小・中学校における自立活動の指導の現状から

○小・中学校の特別支援教育担当教員の80％が自立
活動を行う上で，難しさや不安を感じている

「特別支援教育に係る学校訪問指導」で行われた自立活動の学習指導案を集め，次の観点で分析した。

観点
「あてはまる」と判断した
学習指導案の割合

ねらい 50％

実態把握 39％

指導形態 ５％

指導内容 36％

表１ 学習指導案の分析結果（学習指導案22編）

小・中学校においては,自立活動の意義や指導の基本を踏まえた指導が難しい場合があることが分かった。その背景には,

特別支援学校学習指導要領の自立活動に関する内容をそのまま小・中学校の指導に適用することへの難しさがあること
がうかがえる。

３ 国及び県の動向から

・自立活動のねらいについて（困難さにアプローチする指導領域であることを踏
まえているか？各教科の指導のねらいと混同していないか？）
・実態把握について（個々の児童生徒の障害等の実態を的確に把握している
か？）
・指導形態について（個別で指導することを前提としているか？）
・指導内容について（学習指導要領等に示されている内容から必要な項目を選
定し,それらを相互に関連付けているか？）

＜国の動向＞

イ 特別支援学級において実施する特別の教育課程については，
次の通り編成するものとする。（ア） 障害による学習上又は生
活上の困難を克服し自立を図るため，特別支援学校小学部・中
学部学習指導要領第7章に示す自立活動を取り入れること。

ウ 障害のある児童に対して，通級による指導を行い，特別
の教育課程を編成する場合には，特別支援学校小学部・中
学部学習指導要領第７章に示す自立活動の内容を参考と
し，具体的な目標や内容を定め，指導を行うものとする。

特別支援学級 通級による指導

平成29年改訂の小・中学校学習指導要領総則において，特別支援学級においては自立活動を，通級による指導に
おいては自立活動に相当する指導を取り入れることが明示された。

＜茨城県の動向＞

○いばらき教育プラン基本計画の主な施策・取組の中に,「自立活動に関する指導力向上」を位置付ける。
○自立活動の指導に関する教員の専門性向上を図るため,専門家と連携した「小・中学校等自立活動指導力向上
研修会」を実施する。（平成28年度～継続）

○学校教育指導方針に,「自立活動の時間における指導又は自立活動との関連を図った各教科等の指導の充実」
を明記する。（平成29年度～継続）

児童生徒の障害等に応じた自立活動の指導のあり方
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Ⅴ 研究のまとめと課題

今後の課題
○より多くの特別支援教育に携わる担当者に「すんなり自立活動」と「自立活動実践事例集」を活用
してもらい，自立活動に関する理解を深め，指導力を高めてもらうこと。

○本教育研修センターで実施している「新任特別支援学級・通級指導教室担当者研修講座」及び次年
度実施予定の「自立活動指導力向上研修講座」において，「すんなり自立活動」を活用してもらう
こと。

まとめ
○自立活動を「教科等の下支えとなるもの」として捉え，教科等における困難さの実態把握から評価
に至るまでの一連のプロセスを分かりやすく示した「すんなり自立活動」や８人の研究協力員が作
成した指導のプロセスを踏まえた「学習指導案」と困難さに対応した「手立て」を示した「実践事
例集」の２つの資料を作成することができた。

○「今，なぜこのような目標で指導しているのか」という明確な根拠を説明できるようにすることは
大切なことである。これらの２つの資料を活用することで，指導の根拠を明確にし,自信をもって
自立活動の指導に取り組んでいただけることを期待したい。

（２）自立活動実践事例集

「すんなり自立活動」を基に実践した
各教科等を下支えするための自立活動
の実践及び手立てについてまとめたも
のです。

＜困難さの背景に応じた自立活動の指導の手立て＞
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＜すんなり自立活動＞

自立活動の指導に関するキャラクター 「じりっきー」です！宜しくお願いします
○人として生きるための，心身の調和的発達の基盤をつくることが自立活動の指導の役割であると考え
ます。「木」にたとえるとその基盤は，全体を支える「根っこ」の部分です。このキャラクター誕生には
「木を支えられるしっかりとした『根っこ』を育てられるよう，『自立活動の指導』を頑張りましょう」という
メッセージがこめられています。自立活動の指導によって，子供たち一人一人が障害による困難さを
改善・克服し，一人一人が今もっている力を伸ばし，力強く成長していくことを願っています。

○色とりどりの６つの木の実は自立活動の６区分を表しています。

実態把握から評価に
至るまでのプロセスと
学習指導案を掲載して
います。

実践事例

学習指導案

＜困難さ＞ 聞くことの困難さ

困難さの内容 背景要因推定の
手がかり

推定される
背景要因

自立活動の指導内容
自立活動の手立て

文献・教材等

指示と違うことを
している

・耳からきいたことが
頭に残らない
・言葉の指示で動けない

聴覚認知力が弱い ＜指導内容＞
・聴覚能力を高める 【身(5)】
＜手立て＞
・命令ゲーム・３ヒントゲーム

子どもの集中力を
育てる聞くトレ（学
研）

・記憶することが苦手 ワーキングメモリー
が弱い

＜指導内容＞
・聴覚能力を高める 【身(5)】
＜手立て＞
・命令ゲーム・３ヒントゲーム

聞き取りワークシー
ト（ＮＰＯフトゥーロ）

行動面,学習面の困難さに応じて
います。

５ ６ １



Ⅲ 研究の方法

本研究は，平成29年4月から平成31年3月を研究期間として行う。
本研究では，８回の研究協議会と，それと並行して行われた研究協力員による小・

中学校での指導実践を通して「小・中学校の先生のための自立活動の指導プロセス解
説『すんなり自立活動』」「自立活動実践事例集」の２種類の参考資料を作成した。

Ⅳ 研究の内容

１ 小・中学校における自立活動の指導とは

（１）特別支援学級・通級による指導における自立活動の重要性

障害のある児童生徒が,他の児童生徒と共に学び合える機会を増やし,教科等において
資質・能力を育むためには,教科等の学習の支えとなる特別支援学級及び通級による
指導における自立活動の指導が重要であると言えます。

Ⅱ 研究の目的

小・中学校の教員の自立活動の指導力向上に寄与するため，小・中学校の教員が感

じている自立活動の指導に対する難しさや不安感を軽減することのできる，小・中学
校の実情を踏まえた自立活動の指導に関する参考資料を作成する。

（２）各教科等との関連

＜2年間の研究計画＞

・研究趣旨共通理解
・事例の子供の実態把握の視点・方法・記録のとり方の協議,指導内容の検討
・研究協力員による自立活動の指導実践
・「自立活動の指導プロセス解説」内容検討と実践報告のまとめ

平成29年度

・「自立活動の指導プロセス解説資料」「自立活動実践事例集」の内容の見直し
・「手立て」の作成
・研究発表会の内容の検討（実践事例の発表のもち方,フォーラムの内容等）

・研究のまとめ

平成30年度

①小・中学校の特別支援学級や通級による指導においては,「自立活動」等を取り入れた特別の教育
課程を編成することができます。

「時間における指導」と「各教科等
における指導」の密接な関連を図る
ことが必要

自立活動の時間における指導

各教科､道徳科,外国語活動及び
特別活動,総合的な学習の時間に
時間においても行う

自立活動の指導

②学校教育におけるインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育が推進されています。

・特別支援学級在籍児童
生徒・通級による指導
を受けている児童生徒

交流及び共同学習におい
て，通常の学級で教科等
の学習をすることが多い

障害の特性に起因する様々な困難さが
生じ,他の児童生徒と共に学びあうこと
が難しい場合がある

じりっきー

自立活動の指導が各教科等において育まれる資質・能力を支える役割を担っている

特別支援学校学習指導要領解説自立活動編 平成30年3月

長期目標

各教科の個別目標

自立活動における
指導目標

教科等の学習に
おける困難さ

「自立活動の時間におけ
る指導」を中心に指導

身につけたこと
を教科等の学習
に生かす

自立活動の指導は,各教科等の学習の下支えの役割を果た
していると考えます。

長期目標

自立活動
短期目標

各教科の
個別目標

「自立活動の時間における指導」と「各教科等での指導」
を関連させた目標を設定し,2つの側面から指導することで
長期目標を達成します。

教科等を下支えする自立活動

2つの側面から指導

＜通級による指導の場合＞

特に必要があるときは,障害の状態に応じて各教科の内容を取り扱いながら指導を
行うことも可能である

児童生徒一人一人の「自立活動の目標」を達
成するために,必要であるならば教科の内容
を取り扱いながら自立活動の指導を行うこと
ができる

「通級による指導」の中心は
教科の補充ではなく,あくまで
も自立活動です。

（３）通常の学級における自立活動

＜保護者に対しては＞

①「通級による指導」では自立活動の指導を行うことを事前に保護者に伝えます。
②「通級による指導」を理解し,同意した上で通級による指導を開始します。

＜自立活動の指導の捉え＞

・通常の学級には,自立活動の指導の領域はないが,配慮等を考える際に,自立活動の
指導の考え方が参考になります。

・教師間の連携を図り,同一歩調で指導できるように組織的に対応します。
・学級内でも温かい人間関係づくりに努め,居場所を実感できるような学級経営を
行うことが必要です。

２ 自立活動の参考資料について

○先生方が感じている自立活動の指導への難しさや不安を軽減
したい。

○自立活動の指導に抵抗なく取り組んでほしい。

（１）小・中学校の先生のための自立活動の指導プロセス解説
「すんなり自立活動」

自立活動の指導
プロセス解説
「すんなり自立活動」

自立活動の趣旨を踏まえた指導を展開

するための参考資料として

・平成29年改訂学習指導要領に基づく

小・中学校での自立活動の指導を行う

ための手順と解説を示したもの

自立活動
実践事例集
手立て

小・中学校の実情を踏まえた実践を知るための

参考資料として

・小・中学校の実践事例

・実態把握から評価までのプロセス＋

自立活動学習指導案

指導内容に対する難しさ・不安軽減のための

参考資料として

・困難さとその背景要因ごとに指導の手立てを例示

２つの資料を作成

○自立活動の指導を行うために,児童生徒の実態把握から評価に至るまでの手順
を示し,解説をしたものです。

○自立活動の指導と各教科等との関連を重視した指導のプロセスを提案します。

＜自立活動指導のプロセス＞
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指導のプロセスにお
いて自立活動の指導
と各教科等の指導と
の関連を図って短期
目標を設定し，手立
てを講じます。

小・中学校の先生のための自立活動の指導プロセス解説

茨城県教育研修センター特別支援教育課

教科等の学びや
すさ・目標達成
の支え

＜長期目標＞
友達に指摘されたとき感情的にならず落ち着いて応答できる

＜自立活動短期目標＞
アンガーマネジメント
６秒ルールの方法を覚
え,役割演技ができる

＜国語の個別目標＞
気持ちを表す言葉を１０
個覚え,それを使って体
験文を書くことができる

（例）

関連

関連

じりっきー

じりっきー

じりっきー

じりっきー

じりっきー

じりっきー

じりっきー

２ ３ ４

※個別の指導計画に基づいた長期・短期目標を表します。

◎まずは,「教科の補充」の時間ではないことを教師が理解することが大切です。

すんなり自立活動


	maki3ori_A4_hidari_omote 新.pdf
	maki3ori_A4_hidari_naka 新

